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地域の野良ねこを、地域ねこに 
ビル解体のお知らせ 
「近隣の皆さまへ、ご迷惑をおかけします。」のチラシが配られていました。 

　見かけないねこが数日前から、ゴミ集積所のエサを
口にしてどこかに運び去ります。 
　深夜、こちらの集積所も散らかり、物陰から母ねこ
がうかがいます。 
　ねこのテリトリー環境に、大きな異変があった様子。 
 
　解体のビルは隣の町内ですが、居場所を失ったねこ
ファミリーが、新居を求めてさまよいます。 
 
　母ねこが運んだエサで育ったのでしょう、身づくろ
いも上手になりました。 
　隣の町内から突然現れた仔ねこたちは、とても愛く
るしい!! 
 
　どこかのどなたかが、食物を路地裏に置きました。
時間が経っているので、蟻がたくさんたかります。 
　餌皿を洗って連絡先を書いたメモを添え、同じとこ
ろに戻します。 
 
　暫くして「ごはんをあげてはいけないのでしょうか？」
と、ご連絡をいただきました。 
　不妊去勢手術の計画や、餌やりのルールなどを、キ
ャットフードと地域ねこ対策のチラシを手渡しながら
話します。 
 
　数日後、ご近所の方々数人が世間話しにはずんでい
ます。 
　ご夫婦は、「玄関先にゴミの残飯が点々と落ちてい
るの。」「ねこがいるかいないかではなく、ねこが嫌
いか好きかの問題で、嫌いです。」 
　ほかの方が「私の家の周りでしょう。可愛い仔ねこ
もいるのよ。」 
　餌皿を持って近付く方も「仔ねこ4匹ね。それにお
母さんねこも…」などと、会話に入ります。 
　丁度居合わせた、ねこに詳しい方が「手術をすれば
おとなしくなりますね。」などとも話し出します。 
　ねこ嫌いのご主人も「そうそう、そうらしいね。」 

　たまたま出会った、野良ねこ世間話しの輪の中で、
見知らぬ人たちとのご近所付き合いが広がります。 
　日が経つにつれ、次第に餌皿の置き場所も増えたよ
うですし、ねこ避けペットボトルも置かれます。 
 
　地域ねこ対策を経験した人が、ねこの新しいテリト
リーとなったご近所のお宅を訪問し、不妊去勢手術の
計画や、ご迷惑の際にはお声がけをいただけるように
伝えます。 
 
　赤ちゃんねこと大人ねこの中程くらいです。室内で
人に馴らす飼いねこ訓練には、知識や経験や忍耐もい
る時期です。譲り渡し先探しは、もっと小さな赤ちゃ
んねこがだんぜん優位です。 
 
　ここのファミリーは、ほんの数カ月で出産のできる
大人ねこに育ちます。もう手術に耐えられそうな体重
の仔もいます。 
　ご近所の皆さまにも気にかけられていますし、いが
み合う程、ご近所関係が険悪でもなさそうです。 
 
　行政にも報告しながらすすめる、この町内の「地域
ねこ対策」は、これからの様子を見ながら進みます。 
　突然現れた野良ねこファミリーと、ねこを取り巻く人々
のコミュニケーションが毎日続きます。 

 

ボランティアの体験に基づきました。 
写真は本文と関係ありません。 
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